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平成7年

9月号
No.1190 

人口の動き
8月 1日現在

人口計 79，638
(+117) 

男 38，165
(+ 55) 

女 41，473
(+ 62) 

世帯数 25，889 
(+ 23) 

は前月比

「郡川砂防公園」は、萱瀬ダムの上流にあり 、長さ32m

のつリ橋をはじめ、芝生広場、遊歩道などが設けられ、

砂防夕、ムを観察できる自然に恵まれた環境の良いところ

です。

連日の猛暑の中、ここだけは別世界。黒木渓谷の冷た

い清流に触れながら、水遊びをする家族連れなどで大蛮

なにぎわいを見せていました。

楽しい夏休みの思い出の 1ページになったようです。
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第
河
口
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
は
8
月
1
白

か
ら
3
日
ま
で
行
わ
れ
、
3
日
間
延
引
万
人

(主
催
者
発
表
)の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

8
月
1
日
の
宵
ま
つ
り
で
は
、
臼
島
大
か
が

り
火
や
夜
空
に
花
を
咲
か
せ
た

5
、
0
0
0発

の
花
火
に
、
大
き
な
た
め
息
と
歓
声
が
よ
か
っ

て
い
ま
し
た
。

2
日・

3
日
の
本
ま
つ
り
で
は
市
道
大
村
駅

前
線
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
市
民
の
無
事
を
祈
っ

た
市
内
お
神
社
合
同
に
よ
る
夏
越
大
祭
を
は
じ

め
、
市
内
外
か
ら
参
加
し
た
ち
び
っ
子
相
撲
大

会
、
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ゆ
か
た
納
涼
コ

h
p
今
回
初
め
て
登
場
し
た
「
夏
越
提
灯
山
笠
」

、、

平成 7年 9月号広報おおむ ら

21万人==第16回おおむ5夏越まつりに

、
}
3
0
奨
の
花
火

'・
t
一ニ
5

(

1

-v在
空
に
花
を
餅
カ
セ
j

f{) 

ン
テ
ス
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
エ
ス
夕
、
各
チ

ー
ム
趣
向
を
凝
ら
し
た
お
お
む
ら
音
頭
コ
ン
テ

く
わ

ス
ト
、
奉
納
演
芸
と
し
て
小
路
口
鍬
踊
り
、
片

町
子
供
龍
踊
り
も
出
演
す
る
な
ど
、
多
彩
な
催

し
に
ま
つ
り
会
場
は
大
蛮
な
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
「
夏
越
提
灯
山
笠
」
が
初
登

場
、
ま
つ
り
を
一
層
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

夏
の
風
物
詩
と
し
て
す
っ
か
り
ま
看
し
て
い

る
「
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
」
。
共
に
創
り
、

共
に
楽
し
め
る
市
民
総
参

J

加
の
ま
つ
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

ゆかた企「ゆかた納涼コンテスト」

がお似合いですね

A かわいい子ども太鼓が出5，f'，た
「太鼓の競演」 咽

ーー

....子どもたちに大人気の「た

のしか広場」

- 2 -

企神 事

hv
日
ご
ろ
の
実
力
を
発
揮
/

「
囲
碁
・
将
棋
大
会
」

島鹿県賀佐
A
Q

玄輿

h
p
力
の
入
っ
た
取
り
組
み
が
繰
り
広
げ
ら
れ

嚇
ん
た
「
ち
び
っ
こ
相
撲
大
会
)
(
富
松
神
社
)

リ
さ

、
一
皆

島
川

鹿

市

企

....市内アマチュアミュージシャンによるコンサ
ート 「ミュージ‘ックフェスタ」

¥50t 

g強過ぷ之島込お

、
7. 

こ
子
e
i

企大村太鼓連やホーク太鼓などが出演

した「太鼓フェスティバル」

ー

hv
宮
崎
の
日
向
太
鼓
も

友
情
出
演
(
初
出
演
)

a小路口鍬踊り

- 3 



天皇皇后両陛下

長崎県をご訪問

天
皇
皇
后
両
陛
下
は

7
月
初
日

・
幻
日
、
戦
後
日
年
に
当
た
り
、

戦
争
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
人
々

を
慰
霊
し
、
平
和
を
祈
念
さ
れ
る

国
道

4
4
4
号
大
村
|
鹿
島
聞
を
直
接
結
ぶ

側
平
谷
黒
木
ト
ン
ネ
ル
工
事
始
ま
る

甲
斐
田
市
長
ら
に
よ
る
く
わ
入
れ

な
ど
が
あ
っ
た
起
工
式

(
7
/
同
・
黒
木
町
)

国
道
4
4
4
号
は
、
大
村
市
か

ら
多
良
岳
山
系
を
越
え
、
佐
賀
県

鹿
島
市
を
経
由
し
て
有
明
海
に
沿

っ
て
佐
賀
県
諸
富
町
に
至
る
幹
線

道
路
で
す
。
昭
和
弘
年
か
ら
改
良

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

県
境
付
近
は
幅
員
が
狭
く

一
部
交

通
が
不
能
な
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
の

早
期
着
工
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
(
仮
称
)
平
谷
黒
木
ト

ン
ネ
ル
の
起
工
式
が
黒
木
町
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

た
め
、
長
崎
県
を
ご
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。

両
陛
下
は
お
日
、
長
崎
空
港
に

お
着
き
に
な
り
、
出
迎
え
た
高
田

知
事
や
甲
斐
田
市
長
ら
約
加
人
の

特
別
奉
迎
を
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

空
港
か
ら
大
村
イ
ン
タ
ー
ま
で

の
沿
道
に
は
、
人
の
波
が
続
き
、

ミ

お
車
か
ら
両
陛
下
の
優
し
く
手
を

振
ら
れ
る
お
姿
に
、
日
の
丸
の
旗

で
歓
迎
し
ま
し
た
。

両
陛
下
の
ご
来
県
は
、
平
成
2

年
の
第
羽
田
全
国
植
樹
祭
へ
の
ご

出
席
お
よ
ぴ
平
成
3
年
の
雲
仙
・

普
賢
岳
噴
火
災
害
被
災
地
の
お
見

舞
い
以
来
3
度
目
の
ご
訪
問
で
す
。

ト
ン
ネ
ル
は
延
長

1
、
8
8
9

m
で
幅
員
8
・
5
m
。

長
崎
県
側

(
7
2
9
m
)
、
佐
賀
県
側

(
1
、

1
6
0
m
)
を
両
県
が
そ
れ
ぞ
れ

県
境
ま
で
掘
り
進
め
、
平
成
9
年

度
に
は
と
も
に
完
成
の
予
定
で
す
。

起
工
式
に
は
、
県
、
市
、
地
元

関
係
な
ど
約
別
人
が
出
席
、
神
事

な
ど
で
工
事
中
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。

完
成
に
よ
っ
て
大
村
市
と
鹿
島

市
、
ひ
い
て
は
長
崎
・
佐
賀
両
県

の
関
係
強
化
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
多
良
岳
周
辺
地
域
の
観
光
、

産
業
、
文
化
の
一
層
の
向
上
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

ぐ

平
和
な
未
来
を
つ
く
る
た
め
に

「
非
核
・
平
和
都
市
大
村
」
を
宣
言

- 4 -

今
年
は
、
太
平
洋
戦
争
が
終
結

し
て
印
年
目
を
迎
え
ま
す
。
あ
の

惨
禍
が
再
び
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
大
村
市
は
核
兵
器

の
す
み
や
か
な
廃
絶
と
恒
久
平
和

を
訴
え
、
さ
ら
に
は
子
孫
に
伝
え

て
い
く
た
め
、
非
核
・
平
和
都
市

宣
言
の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

本
年
3
月
議
会
に
お
い
て
、
「
非

核
市
宣
言
に
関
す
る
請
願
」
が
全

会

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
市
は
起
草
委
員
会
を
発

足
し
文
案
を
検
討
。
7
月
M
日
甲

斐
田
市
長
に
答
申
し
ま
し
た
。
こ

の
文
案
は
、

8
月
日
日
の
臨
時
市

議
会
で
決
議
さ
れ
、

8
月
日
日
に

「
非
核
・
平
和
都
市
大
村
」
を
宣
言

し
ま
し
た
。

非核・平和都市宣言

世界の恒久平和を守り、この美しく豊かな地球を子孫に

引き継ぐことは、人類共通の願望であり、明るく平和で安

全な郷土を築くことが、私たち大村市民に課せられた責務

であります。 l 
l しかし、現在もなお核・軍備の拡張は依然として続けら | 
! れ、世界の平和と人類の生存に大きな脅威をもたらしてい | 
| ます。 l 
i わが国は、唯一の核被爆国であり、日本国憲法の精神か i 
i らも広島・長崎の惨禍を絶対に繰り返させてはなりません。 i 
l 私たち大村市民は、持たず、作らず、持ち込ませずの非 i 
l 核三原則の厳守に努め、核兵器のすみやかな廃絶と恒久平 i 
l 和を世界の人々に強く訴え、戦後50周年にあたり、ここに i 

r非核 平和都市大村」を宣言します。 l 
i 平成 7年 8月15日 ! 

大村市 i 

ま
し
た
。

式
に
は
、
甲
斐
田
市
長
を
は
じ

め
地
元
関
係
者
や
来
賓
な
ど
約
1

0
0
人
が
出
席
し
、
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

岩
松
公
園
が
整
備
さ
れ
る

岩
松
公
園
は
、

J
R
岩
松
駅
よ

り
東
に
約
4
0
0
m
の
地
点
に
あ

り
ま
す
。

本
公
園
は
、
広
場
と
し
て
利
用

し
て
い
も
の
を
、
市
が
整
備
し
な

お
し
た
も
の
で
、
こ
の
ほ
ど
完
成

し
7
月

m日
、
落
成
式
が
行
わ
れ

今
は
や
り
の
遊
具
を
備
え
て
い
る

岩
松
公
園
(
7
/
お
・
岩
松
町
)
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、.r数急のBJ

すぐ行きますf

9月9Bは

あなたまず救えるのはでも

4・・・・・・・・v

毎
日
サ
イ
レ
ン
の
音
を
聞
か
な

い
日
は
な
い
ほ
ど
利
用
さ
れ
て
い

る
救
急
車
は
、
皆
さ
ん
の
生
命
、

身
体
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

市
民
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
「
救
急
の
日
」
に
ち
な
み
、

救
急
車
の
利
用
状
況
や
救
急
車
の

正
し
い
利
用
に
つ
い
て
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

救
急
車
の
利
用
は
、
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
平
成
6
年
中
の
大

村
市
の
利
用
状
況
は
、
別
表
の
と

お
り
で
す
。
大
村
市
の
救
急
統
計

に
よ
る
と
、
救
急
車
を
利
用
し
た

人
の
約
初
%
は
、
軽
症
の
患
者
で
、

そ
の
中
に
は
自
家
用
車
ま
た
は
、

ほ
か
の
交
通
機
関
を
利
用
で
き
る

人
が
多
く
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
救

大村市における救急車の利用状況 (平成 6年)

1，637f牛(1日当 り 4.5件)

出 場件数 (人口割合 48.1人)

(時間割合 5時間35分に1件)

搬送 人 員 1，632人

出場の多い事故
中等症 757人重症 356人

軽症 486人死亡 33人

急
車
は
、
安
易
に
使
う
の
で
な
く
、

必
要
な
と
き
に
正
し
く
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

-
日
ご
ろ
か
ら
、
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
、
家
族
の
健
康
は
家

族
で
守
る
と
い
う
気
持
ち
で
健
康

管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

-
何
で
も
相
談
で
き
る
か
か
り
つ

け
医
(
ホ
l
ム
ド
ク
タ
ー
)
を
も

ち
、
病
気
の
と
き
は
早
目
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

-
も
し
も
、
救
急
車
が
必
要
な
と

き
は
、
正
確
に
1
1
9
番
へ
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
救
急
車

を
呼
ぶ
ま
で
も
な
い
が
、
最
寄
り

の
医
療
機
関
を
知
り
た
い
と
き
は

(大村消防署調べ)

一
秒
で
も
皐
く
現
場
へ

大
村
消
防
署
救
急
分
隊
長

井
上
博
史
さ
ん

大
村
消
防
署
で
は
、
現
在
9
人

の
救
急
隊
員
が
配
属
さ
れ
、

M
時

間
体
制
で
事
故
や
急
病
な
ど
に
備

え
て
い
ま
す
。

ハ

イ

キ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ

告

(⑩

8
1
9
9
(大
村
消
防

署
へ
)
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

-
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

正
し
い
応
急
手
当
て
の
知
識
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

応
急
手
当
て
に
つ
い
て
は
、
正

し
い
知
識
を
よ
り
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
救
急
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

通
報
が
入
る
と
私
た
ち
救
急
隊

は
、
一
秒
で
も
早
く
現
場
に
到
着

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
場

所
や
状
況
に
よ
っ
て
は
、
通
報
を

受
け
て
か
ら
5
分
以
上
か
か
り
ま

す
。
こ
の
「
空
白
の

5
分
間
」
が、

患
者
の
生
命
を
左
右
す
る
大
切
な

時
間
で
す
。

そ
こ
で
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

正
し
い
応
急
処
置
を
身
に
つ
け
、

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
数
分

間
に
、
適
切
な
処
置
が
で
き
る
か

で
、
尊
い
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

r救急の日」イベント
9月 BB~鉛開催 f

・救急医療講演会 午後1時30分~

・救急隊による模擬救助救出訓練

午後 2時15分~

・応急手当て(人工呼吸法)実演

午後 2時30分~

場所市コミセン

問い合わせ 大村保健所(宮⑬

2193) 

救
急
車
は
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う

①
救
急
車
は
次
の
よ
う
な
と
き
に
利
用
で
き
ま
す
。

・
火
災
、
地
震
、
暴
風
雨
な
ど
の
災
害
に
よ
る
傷
病
者

・
交
通
事
故
、
駅
な
ど
の
屋
外
や
公
衆
の
出
入
り
す
る
場
所
で
の
傷
病
者

・
屋
内
に
お
い
て
生
じ
た
事
故
、
た
と
え
ば
ガ
ス
中
毒
、
熱
傷
、
急
病
な

ど
で
ほ
か
に
適
当
な
搬
送
手
段
が
な
い
場
合
の
傷
病
者

②
救
急
車
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
使
わ
な
い
で
/

・
緊
急
に
搬
送
す
る
必
要
の
な
い
傷
病
者

-
タ
ク
シ
ー
や
マ
イ
カ
ー
で
搬
送
で
き
る
傷
病
者

・
伝
染
病
患
者
、
精
神
病
患
者

・
傷
害
の
な
い
単
な
る
泥
酔
者

③

1
1
9奮
が
通
じ
た
ら
、
次
の
こ
と
を
落
ち
着
い
て
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

・
火
事
か
救
急
か
の
区
別
:
:
:
「
救
急
で
す
」

・
場
所
:
:
:
「
0
0町
O
O番
地
で
す
」

・
氏
名
:
:
:
「
0

0

0

0

で
す
」

・
目
標
:
:
:
「
例

O
O小
学
校
の
正
門
前
で
す
」

・
内
容
:
:
:
傷
病
者
の
数
、
年
齢
、
現
在
の
容
態
や
状
況
な
ど
を
具
体
的

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

④
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
、
で
き
る
だ
け
行
っ
て
ほ
し
い
こ
と
。

・
応
急
手
当
て
(
出
血
が
あ
れ
ば
止
血
処
置
、
心
臓
停
止
や
呼
吸
停
止
の
場

合
は
心
肺
蘇
生
法
を
行
う
)

・
近
く
の
人
に
応
援
を
求
め
る
(
応
急
手
当
て
や
救
急
車
の
誘
導
な
ど
)

問
い
合
わ
せ
大
村
消
防
署

(宮
⑫

4
1
3
8
)

- 5 -



ト
一コ
-
V

3
-ポ

力
-ス

_..lm~~ 

企多彩なイベン卜が盛りだくさん
(7/22・竹松駅前通り )

ー'

4
み
ん
な
の
力
で
町
じ
ゅ
う
ス
ッ
キ
リ

(8
/
6
・
大
上
戸
川
一
帯
ほ
か
)

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
美
し
い
郷
土
か

ら
、
ご
み
や
空
き
缶
、
雑
草
な
ど
を
な
く

そ
う
と

8
月

6
目
、
市
内
一
斉
に

「市
民
大

清
掃
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
家
庭
の
周
辺
、
公
園
、
河
川
な
ど
に

帯一戸上大

散
乱
し
て
い
た
ご
み
や
空
き
缶
が
集
め
ら

れ
、
生
い
茂
っ
て
い
た
雑
草
も
、
皆
さ
ん

の
協
力
で
み
る
み
る
う
ち
に
き
れ
い
に
刈

り
取
ら
れ
で
ス

ツ
キ
リ
な
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
、
早
朝
か

ら
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

平成 7年 9月号

vスリルとスピードを満喫
(8/5・大村競艇場内)

海洋スポーツの楽しさを体験してもらおうと毎

年開かれている「少年・少女ゴムボート大会J(市

競艇事業部 ・長崎県モーターボート競走会が主催)

が8月5日、大村競艇場で行われました。

この日は、一般参加者をはじめ子ども会、福祉

施設の子どもたちなど約300人が参加。競艇選手

の指導でエンジンイヲきゴムボートに乗り込み、1 

周6百メートルのコースを周り 、暑い陽射しが照

りつく真夏の海でスリルとスピードを満喫、喚声

を上げて楽しんで‘いました。

広報おおむら

恒例の「竹松ゆかたまつり」が7月22日 ・

23巴、竹松駅前通りを会場に行われ、浴衣

姿の家族連れや若者たちでにぎわいました。

会場では、民踊協会や民踊愛好会の道行

き踊りのほか、チビ、ソ子オリ工ンテーリン

グ、スリーオンスリーストリートバスケ

ット大会、職場などの仲間がアイデアを競

い合う仮装コンテストなど、今年も盛りだ

くさんの催しが行われました。

h
p
み
ん
な
で
川
を
き
れ
い
に
/

(7
/
叩

・
大
上
戸
川
水
田
橋
伺
近
)

川
の
水
質
の
状
態
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る

生
物
が
指
標
生
物
で
す
。
こ
の
生
物
を
も
と
に
、

川
の
状
態
を
知
ろ
う
と
、
郡
川
、
鈴
田
川
、
大
上

戸
川
の

3
地
区
で
水
質
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

7
月
初
日
は
大
上
戸
川
で
実
施
。
地
区
の
子
ど

も
会
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
大
上
戸
川
を
き
れ
い

に
す
る
会
な
ど
約
叩
人
が
参
加
。
網
で
す
く
っ
た

り
、
石
を
は
が
し
た
り
し
て
採
取
し
た
生
物
を
観

察
し
た
結
果
、
こ
こ
で
は
、
き
れ
い
な
川
に
住
む

カ
ゲ
ロ
ウ
類
の
幼
虫
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
口

曹、

hv
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
て

(7
/
釘
・
鈴
田
出
張
所
)

地
域
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
親
し
く
接
し
、

「
豊
か
で
魅
力
あ
る
住
み
よ
い
大
村
」
を

推
進
す
る
た
め
に
、
7
月
目
白
か
ら

8
月

8
日
ま
で
「
市
政
懇
談
会
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。

懇
談
会
で
は
、
市
長
が
市
政
の
現
況
な

ど
を
説
明
し
た
後、

あ
ら
か
じ
め
提
出
さ

れ
た
要
望
事
項
に
対
し
回
答
を
す
る
と
い

う
形
式
で
会
は
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
声
を
聴

こ
う
と
夜
に
開
催
。
懇
談
会
は
ど
の
会
場

も
有
意
義
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

市
と
し
て
は
、
今
回
出
さ
れ
た
要
望
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
真
剣
に
取
り
組
み
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
要
望
に
応
え
る
べ
く

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ボーイスカウトの

世界大会に参加

球 で

出場

がんば、ってください /

軟式野

全国大会に

バレーボールで

全九州大会に出場

み
ご
と
に
優
勝

甲
斐
田
市
長
に
喜
び
の
報
告
を
す

る
両
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
。

(8
/
3
・
市
役
所
)

特別企画

日
一

じれ
一

荒

第18回世界ジャンボリ一大会がオラ

ンダで開催。甲斐田市長に出発のあ

いさつをする大村第 1団の皆さん

(7/20・市役所)

- 6 -

全国スポーツ少年団軟式野球交流大

会が富山県で開催。甲斐田市長に出

場のあいさつをする大村クラブの皆

さん (8/1・市役所)

第10回全九州小学生バレーポール男

女優勝大会が鹿児島県で開催。甲斐

田市長に出場のあいさつをする福重

バレークラブ(男)、 鈴田クラブ(女)

の皆さん (8/3・市役所)

7
月
初
日
、
日
本
武
道
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た

「全
日
本
少
年

剣
道
練
成
大
会
」
で
、
大
村
剣
道

協
会
チ
l
ム
が
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
、

微
神
堂
チ
l
ム
も
別
ブ
ロ
ッ
ク
で

準
優
勝
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

両
チ
l
ム
は
市
役
所
を
訪
れ
、

喜
び
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
甲
斐

田
市
長
は
「
ふ
だ
ん
の
練
習
の
成

果
が
好
成
績
に
つ
な
が

っ
た
。
ほ

か
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
も
励
み
に

な
り
ま
す
」
と
健
闘
を
た
た
え
ま

し
た
。

昭
治
後
半
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
活
躍
し
た
大
村
出
身
の
日
本

画
家

・
荒
木
十
畝
の
企
画
展
が
、

8
月
1
日
か
ら
初
日
ま
で
聞
か
れ

ま
し
た
。

会
場
に
は、

代
表
的
画
風
の
作

ろ
が
ん
ず

品

「葦
雁
図
」
を
は
じ
め
、
幻
想

的
な
作
風
の

「朝」

な
ど
加
点
あ

ま
り
が
展
示
さ
れ
、

訪
れ
た
人
の

目
を
引
き
つ
け
て
い
ま
し
た
。

枝
打
ち
奉
仕
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ワ
シ
ン
ト
ン
ヤ
シ
の
木
な
枯
枝
な
ど
な
く
な
り
ス

ッ
キ
リ
と

ど
の
枝
打
ち
奉
仕
作
業
が
8

な
り
ま
し
た
。

月
5
日、

市
役
所
構
内
お
よ

び
市
コ
ミ
セ

ン
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
奉
仕
作
業
を
さ
れ
た

の
は
、
九
電
工
大
村
営
業
所

(井
手
国
語

一
所
長
)
の
幻
人

の
皆
さ
ん
。
休
日
を
返
上
し

て
の
早
朝
か
ら
の
作
業
で
、

- 7一



礎
金唖P
ありのまま、あなたの答えが国のし

二10月1日・全国一斉国勢調査二

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

み
ん
な
が
参
加
し
ま
す
。

一

、.
噌E
4
E
4

一

み

Ja
r
-

-
一

一
間

酌

一

一

1
i
当
副
W

一
月

勢

一

一
日

国

〈
引
世
紀
の
日
本
を
考
え
る
基
礎

統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ

で
す

o
m回
目
の
国
勢
調
査
〉

と
は
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い

こ
の
調
査
は
、
大
正
9
年

か

ら

ま

す

。
ど
う
ぞ
安
心
し
て
、
ご
記

5
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
今
回
は
日
入
く
だ
さ
い
。
調
査
票
は
後
日
、

回
目
。
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
調
査
員
が
集
め
に
伺
い
ま
す
。

て
の
人
が
対
象
と
な
り
、
今
回
は
※
国
勢
調
査
に
つ
い
て
の
お
尋
ね、

全
国
で
約
1
億

2
、
5
0
0
万
人
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
企
画
調

に
お
よ
ぶ
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

整

課
内
国
勢
調
査
実
施
本
部

も
ち
ろ
ん
あ
な
た
も
、
あ
な
た
の
(
宮
⑬
4
1
1
1
)

ご
家
族
も
対
象
で
す
。

〈
簡
単
で
す
。
安
心
で
す
。
調
査

内
容
〉

調
査
は
ま
ず、

9
月
下
旬
か
ら

調
査
員
が
お
宅
に
お
伺
い
し
、
世

帯
ご
と
に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
口

調
査
の
項
目
は
全
部
で
口
。
ご
家

族
全
員
の
氏
名
、
出
生
の
年
月
、

就
業
状
況
な
ど
で
す
。
旅
行
な
ど

で
一
時
留
守
に
し
て
い
る
人
、
長

期
滞
在
し
て
い
る
人
、
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
も
含
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
一

人
で
暮
ら
し
て
い
る
人
、
下
宿
し

て
い
る
人
は
、
一
人
一
人
ご
記
入

く
だ
さ
い
。
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
を
、
他
に
も
ら
し
た
り
、

ですO

国鶴岡置でみる大柑帯
地区別人口の推移

冒大村

図 西大村

図竹松

. 松原

口福童

図萱瀬

回鈴田

臼 三 浦

昭和55年

65.538人

昭和60年
69.472人

平
成

7
年
国
勢
調
査

長
崎
県
人
口
予
想
ク
イ
ズ

平
成
7
年
目
月
1
日
現
在
の
、

長
崎
県
の
人
口
は
何
人
で
し
ょ
う

，刀応
募
資
格

県
内
居
住
者

応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
回
答

「予
想
人
口

O
人
」
と
書
い

て
く

だ
さ
い

(
1
枚
に
1
回
答
)
・
住

所

・
氏
名

・
年
齢

・
電
話
番
号
を

明
記
の
こ
と。

締
め
切
り
叩
月
日
日
側
(
当
日

消
印
有
効
)

賞
金

1
等
5
万
円、

2
等
3
万

円、

3
等
1
万
円
、
残
念
賞

ヒ
ン
ト
・
昭
和

ω年
1
1
5
9

万

3
、9
6
8
人

・

平

成

2
年

H
H
1
5
6
万

2
、9
5
9
人

・

平
成
6
年
1
1
5
4
万

7
、6
4

0
人

※
す
べ
て
日
月
1
日
現
在
で
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
統

計
課
内
「
長
崎
県
人
口
予
想
ク
イ

ズ
係
」
(
〒
制
長
崎
市
江
戸
町
2

1
u
g
0
9
5
8
⑫
2
8
5
8
)
 

平成2年
73.435人市内で死亡事故多発FF

戸巴
寸1.435 女 38，3!

ll.8収57 Dロロ72126224737 5 71 

L ぜ58

711 
Tz:377 

男女・年齢別 」

ミッド(平成2年) 担U85以上

3871 I 80-84 

7151 175-79 
35，043人 戸」一一寸

933 170、74

1.2501 165、69

60、64

55、日

50、54

45-49 

40、44

35-39 

30司 34

25-29 

20-24 

15-19 
10、 14

5‘9 

(年齢)

80，000人70.000 60.000 50.000 40，000 30‘000 20町00010.000 

大村市

人

=皆さん安全運転に

心がけましょう=
J¥ 

千人
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22Z1ω08I33Z7引7l ! 9け

23h  

2，0911 

2，3381 

7月24日から 8月7日までの 2週

間で 3人の死亡事故が発生しており

ます。 I安全で、・住み よい・郷土わ

が街から」をスローガンに交通ルー

ルを守り、暴走運転や飲酒運転は絶

過労運転による交通事故
2，98 

3，02 

千人

対にやめ、

防止に努めましょう O



大
村
湾
を
さ
れ
れ
い
に
す
多
た
め
に

ー
生
活
排
水
対
策
地
域
学
習
会
の
ご
案
内

l

母
な
る
海
「
大
村
湾
」
は
、
今
、

と
て
も
病
ん
で
い
ま
す
。

平
成
5
年
度
に
長
崎
県
衛
生
公

害
研
究
所
で
実
施
さ
れ
た
水
質
検

査
で
は
、

C
O
D
(汚
れ
の
指
標
)

が、

3
・
4
時
/

t
で
環
境
基
準

(
大
村
湾
の
環
境
基
準
は
2
・
o時

/
8
)
を

1
・
4
時
/
4
も
上
回

っ
て
い
ま
し
た
。

汚
れ
の
原
因
は
、
約
6
割
が
生

活
排
水
で
す
。

大
村
湾
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
た

め
に
、
私
た
ち
は
、
今
、
何
を
行

平成 7年 9月号

大村湾水質観察クルージング
開催!

大村湾釣り大会

広報おおむら

大村湾をきれいにする会大村支部では 、多くの

市民の皆さんに、大村湾に関心を持っていただく

ため「水質観察クルージングJ と「釣り大会」を

次のとおり開催します。

っ
た
ら
い
い
の
か
を
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

学
習
の
内
容

①
ビ
デ
オ
放
映

②
大
村
湾
の
概
要
に
つ
い
て

③

『
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
』
に

つ
い
て

④
質
疑

⑦
ク
ル

i
ジ
ン
グ
の
部

日
時
叩
月
日
日
田

-
午
前
の
部
1
午
前
8
時
羽
分

1

1
寺
ゆ
ナ

-
よ
日

H
q
u
式
ノ

・
午
後
の
部
H
H
午
後
1
時
1
3時

O
ネ
J

qu
式
ノ

コ
i
ス
臼
島
↓
一

一島
↓
津
水
湾

↓
大
草
↓
波
止
場

(
2
か
所
で
水

質
調
査
)

対
象
者
大
村
湾
沿
岸
市
町
の
小
・

中
・
高
校
生

左
記
の
と
お
り
学
習
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
万
障
お
繰
り
合
わ
せ

の
上
、
多
数
ご
参
ノ
加
く
だ
さ
い
。

9 9 9 9 9 9 
月 月 月 月 月 月 日
11 8 7 6 5 4 

(日月) (金日) 休日) (水日) ω 日 (日円) 
時

事 市

松張原所出 竹松張所出

鈴
コ

張所回出 張所浦出

場
、『、、

セ 所
t、〆

※
時
間
は
午
後
7
時
1
8時
ま
で

問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課

募
集
人
員

も
別
人

午
前
・
午
後
の
部
と

②
釣
り
大
会
の
部

日
時
日
月
日
日
間
、
午
前
7
時

t
y
-
-土
寸

1
i
nH
H
 

釣
り
場
所
箕
島
周
辺
、
浮
ド

ッ

ク
使
用

対
象
者
大
村
湾
沿
岸
市
町
の
時

歳
以
上
の
住
民
。
エ
サ
、
お
よ
び

釣
り
竿
は
各
自
持
参
、
ま
き
餌
は

禁
止
し
ま
す
。

募
集
人
員
叩
人

※
大
物
賞
、
多
魚
賞
を
贈
り
ま
す
。

①
②
と
も

集
合
場
所
安
田
オ
ー
シ
ャ
ン
ホ

テ
ル
前
波
止
場

募
集
期
間

9
月
5
H
l
m
日、

市
で
は
、
ゴ
ミ
袋
の
透
明
化
を
推
進
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て
は
、
色
、
大
き
さ
、
形

な
ど
指
定
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
、
黒
色
ゴ
ミ

袋
で
は
中
身
が
容
易
に
判
断
が
つ
か
な
い
の
で
、

中
の
ゴ
ミ
が
焼
却
炉
お
よ
び
破
砕
機
施
設
の
故
障

の
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
リ
ま
す
。
こ
の
た
め
不

審
物
の
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て
は
、
開
封
し
た
り
、
破

っ
た
り
し
て
中
身
を
確
か
め
て
い
ま
す
。

透
明
な
ゴ
ミ
袋
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
リ
、
内

容
物
が
外
観
か
ら
良
く
見
~
え
る
た
め
燃
や
せ
る
ゴ

ミ
、
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
、
資
源
物
の
混
入
の
発
見

が
容
易
に
で
き
、
ま
た
収
集
時
の
事
故
防
止
等
、

大
い
に
役
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
お
手
持
ち
の
黒
色
ゴ
ミ
袋
は
、
そ
の
ま
ま

使
用
で
き
ま
す
が
今
後
ゴ
ミ
袋
購
入
の
と
き
は
、

透
明
な
ゴ
ミ
袋
を
購
入
す
る
よ
つ
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
清
掃
課

(
宮
⑬

3
1
0
0
)

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

参
加
料
無
料
、
た
だ
し
大
村
湾

水
質
観
察
ク
ル

i
ジ
ン
グ
の
部
は

感
想
文
を
募
集
し
ま
す
。
感
想
文

の
募
集
期
間
は
、
日
月
間
日
か
ら

白
日
ま
で
(
最
優
秀
、
優
秀
作
品

に
は
賞
品
を
贈
り
ま
す
。)

申
込
方
法
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ク
ル
1
ジ
ン
グ
の
部
へ

申
し
込
ま
れ
る
人
は
、
午
前
の
部

午
後
の
部
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
後
日
、
返
信
用
ハ
ガ
キ
で
通
知

申
込
先
市
環
境
保
全
課
「
大
村

湾
を
き
れ
い
に
す
る
会
大
村
支
部

事
務
局
」
(
玖
島
1
丁
目
お
宮
⑬

4
1
1
1
内
線
1
4
2
)

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

中に何がはいっているのか見分

けが困難な黒いコミ袋

ゴミの分別が容易にできる透明

なゴミ袋 (可燃物と不燃物は、き

ちんと分別して袋に入れま しょう)

不
法
投
棄
廃
棄
物

H

摘
発
U

ー
廃
タ
イ
ヤ
、
乗
用
車
な
ど
の
撤
収
作
業
行
わ
れ
る

l

海
岸
沿
い
や
山
間
部
で
の

一
般、

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
の
不
適
正
処
理
の

一
掃

撤去される農業用廃ビニール
(富の原 2丁目)

を
図
る
た
め
7
月
幻
日
、
県
産
業

廃
棄
物
協
会
大
村
東
彼
支
部
(
恒

石
源
治
支
部
長
)
、
市
環
境
保
全

課、

大
村
保
健
所
ら
が
、
不
法
投

棄
物
の
撤
収
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

撤
収
場
所
、
撤
収
物

・
水
主
町
道
路
脇
乗
用
車
2
台

・
寿
古
町
地
先
海
岸
廃
タ
イ
ヤ

約
川
本
、
廃
自
転
車
、
あ
き
缶
類

約
3
立
方
灯

-
富
の
原
地
先
海
岸

乗
用
車
1

台
、
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
約
5
立

方
灯

な
ど
が
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。
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非
核
・
平
和
都
市
宣
言
案
を

市
長
に
答
申

今
回
は
、
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
葉

を
答
申
さ
れ
た
、
起
草
委
員
会
会
長
の

尾
崎
嘉
生
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

非核・平和都市宣言起草委員会

会長尾崎嘉生さん

今
年
は
、
太
平
洋
戦
争
が
終
結

し
て
印
年
日
を
迎
え
ま
す
。
あ
の

惨
禍
が
再
び
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
大
村
市
は
核
兵
器

の
廃
絶
と
世
界
平
和
を
訴
え
る
た

め
、
「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
起

草
委
員
会
」
(
尾
崎
嘉
生
会
長
、

お
人
)
を
設
置
し
て
協
議
を
進
め

て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
起
草
委
員
会
で
宣
言

文
を
採
択
し
、
甲
斐
田
市
長
に
答

申
さ
れ
ま
し
た
。

文
案
に
つ
い
て
は
、
全
国
平
和

都
市
宣
言
を
参
考
に
し
な
が
ら
検

討
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

「
か
た
く
る
し
い
文
章
で
な
く
、

簡
潔
で
や
さ
し
く
、
子
ど
も
が
読

ん
で
も
分
か
る
よ
う
な
表
現
に
努

め
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

宣
言
文
の
内
容
は
、

H

世
界
の
恒

久
平
和
を
守
り
、
こ
の
美
し
く
豊

か
な
地
球
を
子
孫
に
引
き
継
ぐ
こ

と
は
、
人
類
共
通
の
願
望
で
あ
り
、

明
る
く
平
和
で
安
全
な
郷
土
を
築

く
こ
と
が
、
私
た
ち
大
村
市
民
に

課
せ
ら
れ
た
責
務
H

と
い
う
、
未

来
に
向
け
て
市
民
の
心
構
え
が
書

い
て
あ
り
ま
す
。

「
市
民
へ
の
周
知
と
今
後
の
平
和

教
育
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

要
望
さ
れ
ま
し
た
。

38体操クラブ

消
火
協
力
で
感
謝
状
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-、，ご"!55E3E11庶，町、回，

井
上
署
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
る

田
中
善
一
郎
さ
ん
倒
と
山
中
昭
彦

さ
ん
同
(
7
/
M
・
大
村
消
防
署
)

私
た
ち
3
B
体
操
ク
ラ
ブ
は
、

指
導
歴
口
年
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
の

丸
石
先
生
を
中
心
に
、
初
代
か
ら

ω代
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
メ
ン

バ
ー
で
、
毎
回
、
明
る
く
楽
し
く

き
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

大
村
消
防
署
は
7
月
弘
日
、
初

期
消
火
に
協
力
さ
れ
た
2
事
業
所

に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
事
業
所
は
、

田
中
燃
料
セ
ン
タ
ー
(
富
の
原
2

丁
目
)
と
ス
ー
パ
ー
ま
る
た
か
富

の
原
庖
(
富
の
原
2
丁
目
)0

6

月
2
日
、
近
く
の
倉
庫
で
火
の
手

が
上
っ
て
い
る
の
に
気
付
き
、
従

業
員
ら
計
6
人
が
直
ち
に
現
場
に

駆
け
つ
け
消
火
活
動
。
住
宅
密
集

地
で
延
焼
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

倉
庫
が
焼
け
た
だ
け
で
済
み
ま
し

た
。3

B
と
は
、
ボ
I
ル
、
ベ
ル
、

ベ
ル
タ
l
の
3
つ
の
頭
文
字
口
こ

れ
ら
の
用
具
を
使
っ
て
、
音
楽
に

合
わ
せ
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
体
を
動

か
し
な
が
ら
柔
軟
体
操
や
、
シ
エ

l
プ
ア
ッ
プ
体
操
を
し
て
い
ま
す
。

運
動
不
足
を
解
消
し
て
、
腰
痛
、

肩
こ
り
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
若
く
美
し
く
健
康

で
あ
り
た
い
:
:
:
そ
ん
な
思
い
を

胸
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

入
会
し
た
い
人
は
、
い
つ
で
も

お
気
軽
に
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ

'ν 例
会
日
毎
週
水
曜
日
、
午
前
日

時
日
分
1
日
時
記
分

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

連
絡
先
為
永
(
宮
⑭
0
2
7
1
)



電

国
民
年
金
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
自
由
(
国
民
年
金
制
度
の
周
知
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
)

※
世
代
間
の
ふ
れ
あ
い
、
明
る
い
家
庭
、
楽
し
い
子
ど
も
の
様

子
、
奥
さ
ん
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
生
活
ぶ
り
、
し
あ
わ
せ
な
老

後
の
生
活
風
景
、
年
金
積
立
還
元
融
資
施
設
の
光
景
な
ど
口

サ
イ
ズ
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
か
ら
四
つ
切
り
ま
で
(
サ
ー
ビ
ス

サ
イ
ズ
で
応
募
さ
れ
る
人
は
、
ネ
ガ
も
同
時
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。)
※
カ
ラ
l

・
白
黒
可

応
募
数

1
人
3
点
ま
で
資
格
だ
れ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

締
め
切
り
ロ
月
8
日
制

賞

推

薦

1
人
、
特
選
、
入
選
な
ど
(
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
)

※
応
募
用
紙
は
保
険
年
金
課
、
市
内
の
各
カ
メ
ラ
庖
、
各
出
張

所
に
あ
り
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

テ
ー
マ
人
物
に
限
り
ま
す

サ
イ
ズ
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
以
上
四
つ
切
り
ま
で

カ
ラ
i
に
限
り
ま
す
。
応
募
は
1
人
3
点
ま
で
)

※
作
品
に
は
、
題
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番

号
を
明
記
し
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
叩
月
訂
日

ω必
着

応
募
・
問
い
合
わ
せ
県
国
民
年
金
課
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
係

(
〒
制
長
崎
市
江
戸
町
2
l
n
g
0
9
5
8
⑧
3
1
3
5
)

ロ

間

口

田

作

作

真

賞

ら

の

写

入

汁

町

金

小

七

本

年
一
ノ
め

(

民
一
刀
や
品

目
コ
玄
J

秋

E

「

信

n
む

包

司

第

相

保
険
年
金
課
年
金
係

。
長
崎
県
も
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
中

平成 7年 9月号広報おおむら

(
単
写
真
で

年金積立金の還元融資で
整備が進んでいます

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
国
民
年

金
と
厚
生
年
金
の
保
険
料
の
積
立

金
は
、
住
民
生
活
の
安
定
向
上
に

直
接
役
立
つ
よ
う
そ
の
運
用
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
年
金
積
立
金

還
元
融
資
は
、
地
方
公
共
団
体
が

行
う
公
共
施
設
整
備
事
業
資
金
の

一
部
に
充
て
ら
れ
、
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

ー
平
成
6
年
度
の
事
業
で
資
金
の

一
部
に
融
資
を
受
け
た
も
の

1

簡
易
水
道
事
業
・
・
・
東
部
お
よ
び
南

部
大
村
地
区
簡
易
水
道
事
業

市
立
病
院
事
業
・
・
・
心
臓
血
管
病
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
、

M
R
断
層
撮

影
装
置
な
ど
の
医
療
機
器
を
1
1

8
機
種
購
入

一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
・
:
ご
み
処

暮らしに役立つ郵便局の簡保資金

郵
便
局
の
「
簡
易
保
険
積
立
金
」

は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
利
益
の

た
め
確
実
・
有
利
な
方
法
で
運
用

さ
れ
、
し
か
も
市
町
村
な
ど
の
地

方
公
共
団
体
へ
の
融
資
を
通
し
て

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

ー
平
成
6
年
度
の
事
業
で
資
金
の

一
部
に
融
資
を
受
け
た
も
の

1

道
路
整
備
・
・
・
久
原
梶
ノ
尾
線

基
地
対
策
:
・
上
久
原
芋
堀
手
線
・

西
小
路
排
水
路
・
水
槽
付
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
購
入

公
園
整
備
・
・
・
赤
佐
古
公
園

公
営
住
宅
建
設
:
・
久
原
ア
パ
ー
ト

理
施
設
整
備
、
粗
大
ご
み
処
理
施

設
整
備
、
清
掃
運
搬
車
購
入

融
資
額
総
額
泊
億
4
、
8
6
0

万
円

今
年
の
6
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
心

臓
血
管
病
セ
ン
タ
ー
(
市
立
病
院
)

2
号
棟
・

3
号
棟

義
務
教
育
施
設
整
備
・
・
・
放
虎
原
小

学
校
用
地
取
得

公
共
下
水
道
事
業

融
資
額
総
額
日
億
1
、
9
9
0

万
円

骨
骨¥

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
に

低

利

融

資

年
金
積
立
金
は
、
厚
生
年
金
保

険
や
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い

る
人
が
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
・

購
入
・
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
の
に
必

要
な
資
金
を
低
利
、
長
期
で
融
資

を
受
け
る
の
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
住
宅
金
融
公
庫
融
資
と
あ
わ

せ
て
、
皆
さ
ん
の
よ
り
よ
い
住
ま

い
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る
ほ
か
、

民
間
事
業
所
の
福
利
施
設
、
保
養

施
設
な
ど
の
充
実
の
た
め
に
も
大

い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

， 
す
こ
や
か
で
豊
か
な
毎
日
を
送

る
た
め
に
は
、
定
期
的
な
健
康
診

断
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

特
に
、
成
人
病
は
、
長
い
間
自

分
で
病
気
の
進
行
に
気
づ
か
な
い

も
の
が
多
い
の
で
す
。

健
康
だ
と
自
分
で
感
じ
て
い
る

と
き
か
ら
、
健
康
診
断
を
習
慣
づ

け
ま
し
ょ
う
。
症
状
の
な
い
早
期

に
病
気
を
見
つ
け
れ
ば
、
治
る
率

も
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
「
異
常
な
し
」
だ

っ
た
か
ら
来
年
も
「
異
常
な
し
」

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
人
間
の
体
は
、

日
々
刻
々
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

少
な
く
と
も
年
1
回
は
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

しょう健診を受けま一国民健康保険被保険者の皆さんヘ-

も
し
異
常
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、

日
常
生
活
に
気
を
つ
け
、
場
合
に

よ
っ
て
は
治
療
が
必
要
で
す
。

健
診
は
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
結
果
を
自
分
の
健
康
管
理
に

生
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
月
は
、

6
月
に
か
か
っ
た
医

療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
保
険
年
金
課

保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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風
し
ん
予
防
接
種
の
対
象
者
が

変
わ
り
ま
し
た

こ
れ
ま
で
風
し
ん
予
防
接
種
は
中
学
生

女
子
だ
け
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
か
ら
幼
児
も
予
防
接
種
の
対
象
者
と
な

り
ま
し
た
。

該
当
す
る
人
生
後
初
か
月
か
ら
卯
か
月

未
満
の
人
(
ロ
か
月
か
ら
お
か
月
未
満
の

乳
幼
児
に
つ
い
て
は
、
平
成
8
年
2
月
に

実
施
し
ま
す
)

料

金

無

料

接
種
で
き
な
い
人

風しん予防接種目程表

接種会場 t妾 種 日

市コミセン (市役所横)
9月19日ω

君国主 瀬 出 張 所

西大村コミセン (諏訪2丁目)

一 浦 出 張 所 9月20日(水)
鈴 回 出 張 所

竹 松 出 張 所
9月21日(木)

福 重 出 張 所

中地区公民 館
9月22日(金)

松 原 出 張 所

-
熱
の
あ
る
人

・
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
人

・
予
防
接
種
に
よ
り
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

l

(
強
い
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
)
を
起
こ

し
た
こ
と
の
あ
る
人

・
生
ワ
ク
チ
ン
(
麻
し
ん
な
ど
)
接
種
後

4
週
間
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
(
三
種
混

合
な
ど
)
接
種
後
1
週
間
を
経
過
し
て

い
な
い
人

時聞はいずれも、午後 2 時~3 時まで

麻
穫

中

接

施

防予

実

か

咳

ア

風

し

日

テ

傷フ

は

百

ジ

破

ん

合
し

蹴

一一一
お子様の体調の良いときに受けられるよ

う、年間を通じて無料で実施しています。

詳しくは、 F健康のしおりと国民健康保

険』をご覧ください。

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

ー
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
!

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、
戦
没
者
な
ど

の
遺
族
の
う
ち
、
平
成
7
年
4
月
1
日
に

お
い
て
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
の

受
給
権
を
有
す
る
遺
族
が
い
な
い
人
に
特

別
弔
慰
金
と
し
て
額
面

ω万
円
、
日
年
償

還
の
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
の
対
象
者

特
別
弔
慰
金
は
、
主
と
し
て
次
に
記
載

さ
れ
た
遺
族
の
う
ち
、
次
の
順
序
に
従
っ

て
最
も
順
位
が
先
の
方
お
一
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

山

平
成
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
弔
慰
金

(
遺
族
国
庫
債
券
)
の
受
給
権
を
取
得
し

被
爆
者
健
康
診
断

を
行
い
ま
す

対
象
者
被
爆
者
手
帳
、
健
康
診
断
受
診

者
証
を
持

っ
て
い
る
人

受
付
時
間
・

午
前
日
時
1
日

時

・

午

後
1
時
1
2時
鈎
分

問
い
合
わ
せ
大
村
保
健
所
ま
た
は
市
福

祉
課
庶
務
係

※
今
回
の
定
期
健
康
診
断
以
外
に
年
2
回

ま
で
、
希
望
に
よ
り
健
康
診
断
ま
た
は

が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

た
人

似
戦
没
者
な
ど
の
子

叩
戦
没
者
な
ど
と
生
計
を
と
も
に
し
て

い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

(
婚
姻
、
養
子
縁
組
に
よ
り
平
成
7
年
4

月
1
日
に
氏
が
変
わ

っ
て
い
る
人
は
除
か

れ
ま
す
。
)

川市
叩
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④

兄
弟
姉
妹

山川

山
か
ら
川市
以
外
の
3
親
等
内
の
親
族

(
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
ま
で
引
き
続
い
て

1
年
以
上
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
人
に

限
り
ま
す
。)

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
庶
務
係

原爆被爆者一般健康診断実施日程

日 手呈 実施 場 所 対象地区

8月29日ω 松原出張所 福重、松原

8月30日(水) 竹松出張所 tt 中止

8月31日(木) 中地区公民館 西 大 キナ

9月 1日(金) 市コ ミ セ ン 三浦、鈴田、大村

9月5日ω 市コミセ ン 大 村

9月6日(水) 福祉センター 西大村、 萱 瀬

9月7日体) 福祉センター 大 キナ

健康子レホふサービス
大長崎 ft0958-26-5511

月 女性器出血
9 火 血便があったら
月
の 水 血尿があったら
フ. 木 疾c血が混じったら

金 血を吐いたらマ
土・日 最近の抗力、ン剤治療

- 12-

! Iお年寄りの悩みごと、困りごとには I! 

お気軽にお電話を 0相談はすべて無料です。 ! 
0個人の秘密は国く守 ります。 i 

g 長崎0958
0遠隔地からの相談者には、電 1

28-0110 話料負担が軽くなる方法をと !

(かユ回線のみ)#8686 っています。 i 
財団法人長崎県すこやか長寿財団{高齢者総合相談センター)I 1 

長崎市江戸町6番5号(江戸町センターピル3階 I1 



「
児
童
扶
養
手
当
」

「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」

況

眉

f
受
付
中

所
得
状
況
届

4

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
の
、
現
況
届
・
所
得
状
況

届
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
提
出
期
限
は

9
月
日
日
側
ま
で
で
す
。

H

健
康
チ
ェ
ッ
ク
ο

し
て
み
ま
せ
ん
か
ノ
・

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

受

付

中

対
象
者

ω歳
以
上
の
大
村
市
民
(
職
場

な
ど
で
受
診
で
き
る
人
を
除
き
ま
す
)

内
容
問
診
、
血
圧
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

肝
機
能
、
腎
機
能
、
心
電
図
、
腹
部
エ
コ

ー
、
胸
部

X
線
検
査
、
胃
部
X
線
検
査
、

便
潜
血
検
査
な
ど

受
診
料

2
万
3
千
円

実
施
場
所
市
立
病
院

申
し
込
み
健
康
増
進
課

民
生
委
員
・
児
童
委
員

平成 7年 9月号

が
決
ま
り
ま
し
た

広報おおむ ら

市
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
増
進
の
た
め
に

活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

担
当
地
区
宮
小
路
1
丁
目

委
員
名
草
野
和
子
さ
ん
(
宮
小
路
1
丁

目
2
4
7
番
地
2

2

⑬
1
4
2
7
)

提
出
が
な
い
と
、

8
月
以
降
の
手
当
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
児
童
家
庭
係

r 守《包û]Jl~g@由

自怠窃富良a
皆さん多数のご来場をお待ちし

ています。

9月13日側、午前10時30分

福祉センター 2階集会室

日時

場所

老人作品展示会
皆さんの多数のご来場をお待ち

しています。

日時 9 月 12 日 υ()~14 日 (柑

午前 9時~午後 4時

福祉センタ一大会議室

手芸、工芸、絵画、 書道、

盆栽、陶器など

市老連

会場

展示品

昨
年
の
健
康
・
福
祉
ま
つ
り

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

第

4
回

健
康
・
福
祉
ま
つ
り

高
齢
化
社
会
に
向
け
た
市
民
の
健
康
づ

く
り
と
福
祉
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、

市
民
総
参
加
の
健
康
・
福
祉
ま
つ
り
を
行

い
ま
す
。

各
種
催
し
コ
ー
ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
。
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

日
時
叩
月
刊
日
側
、
午
前
日
時
1
午
後

3
時

場
所
市
コ
ミ
セ
ン
お
よ
び
そ
の
周
辺

問
い
合
わ
せ
健
康
増
進
課

奨
学
基
金
ヘ多

額
の
浄
財
寄
付

イ崖主

甲
斐
田
市
長
へ
テ
ム
ズ
夏
祭
り
の

売
上
金
を
寄
付
す
る
宮
本
美
桔
子

さ
ん
(
中
央
)
(
8
/
1
・
市
役
所
)

側丸源(宮本美枝子社長)は 8月 1

日、市役所を訪れ、テムズ夏祭りの売

上金として 213万 1，700円を奨学

基金へ寄付されました。

ありがとうございました。

県
立
大
村
病
院
か
ら

の
お
知
ら
せ

当
病
院
で
は
、
毎
月
第
1
お
よ
び
第
3

土
曜
日
の
午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で
、
精

神
科
の
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
そ
の
ほ
か
の
土
曜
日
は
休
診
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
県
立
大
村
病
院
(
宮
⑬

3

1
0
3
)
 

甲
斐
田
市
長
に
目
録
を
贈
る
赤
水

智
恵
子
会
長
岡

(
7
/
げ
・
市
内
ホ
テ
ル
)

ホ

ム
ヘ
ル

ムパ
国際ソロプチミスト大村(赤水智恵 な g 

子会長、 25人)は、認証10周年を記念 戸占
して、訪問看護支援のための軽自動車、 蚕ち

身障授産施設へのカラオケセットなど 5i!!i! 

250万円相当を寄贈されました。 自首

ありがとうございました。 )(9
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個人住宅建設資金
利子補給金の申請を

d多〉

市では、個人住宅の建設促進を図るため、住宅建設

資金の融資を利用して個人住宅を取得した人は、利子

補給金を受けることができます。

次に該当する人は申請してください。

①住宅建設資金の融資 (800万円以上)を受け、市内に

自ら居住するための住宅の新築(居住したことのな

い住宅の購入を含む。)および増改築を行った人

⑧住宅建設資金の最初の償還月が、平成 7年 4月 1日

から平成 8年 3月 31日までに該当する人

利子補給金額年間一律 40.000円(1か年限り)

申し込み・問い合わせ 商工観光課

便利な口座振替のご利用を
市では、個人納イオの市税や各種使用料(表1)について、

市の指定している金融機関(表2)での口座振替を実施し

ています。お忙しい方や金融機関が遠い方などには便利

です。

手続き方法 預金通帳 -通帳印および、振替希望の税金等

の納イオ書を持って、利用される金融機関の窓口へ申し込

んでください。

• • 
(表 2)

-親 和 銀行

・十 八 銀行
・大村市農業協爵組合
・松原農業協同組合
・西 九州信用 金庫

・九 州銀行
・長崎銀行
・諌 早信 用 金 庫
・長崎県労働金庫

・長崎県民信用組合

(表 1) 

-個人の市県民税普通徴収分

・園定資産 税
・軽告動車 税
・国民健康保績税
・冨民年金保験料

・市 立保 育 所 保 育 料
・ 市 営 住 宅使用料
・農村 集 落 排 水施設使用料

・下水道使用料
・下水道受益者負担金
・水道使用料

税
の
質
問
は
税
金
電
話
相
談
で

税
の
質
問
に
は
、
税
金
電
話
相

談
(
税
務
相
談
な
ど
の
自
動
回
答

シ
ス
テ
ム
で
通
称
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
l
)
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
に
は
、
約

刷
の
税
金
に
関
す
る
解
説
な
ど
が

収
録
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者
が
電

話
で
聞
き
た
い
相
談
項
目
の
コ
ー

ド
番
号
を
指
定
す
れ
ば
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
そ
の
答
え
を
流
し
て
く

れ
ま
す
。

利
用
方
法
は
簡
単
/
次
の
要
領
で
以

①

コ
i
ド
表
を
用
意
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ド
表
は
、

よ
び
市
役
所
税
務
課
に
あ
り
ま
す
。‘ 

税
務
署
お

②

コ

l
ド
表
で
お
聞
き
に
な
り
た
い
コ

i
ド
番
号
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
例

1
1
9
1
配
偶
者
控
除

‘ 

③

8
0
9
5
8
⑨

2
2
9
9へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

「
こ
ち
ら
は
タ

ッ
ク
ス
ア
ン
サ

1
で

す
。
:
:
:
」
と
い
う
案
内
が
あ
り
ま

す
。
案
内
に
続
い
て
「
ピ

ッ
」
と
い

う
音
が
鳴
っ
て
か
ら
開
き
た
い
コ
ー

ド
番
号
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ

い
。
(
ま
た
は
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
て

く
だ
さ
い
。
)

‘ 

④
ご
希
望
の
コ

l
ド
番
号
の
解
説
が
流
れ
ま
す
。

※
利
用
時
間
は
、
毎
日
6
時
か
ら

弘
時
ま
で
で
す
。
1
回
の
電
話

で
最
高
5
つ
ま
で

コ
l
ド
番
号

の
解
説
を
聞
け
ま
す
。
コ
ー
ド

番
号
は
4
桁
で
す
。
詳
し
く
は
、

諌
早
税
務
署
(
宮
⑫
1
3
7
0
)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

長
崎
県

U
タ
ー
ン

就
職
フ
ェ
ア

(
名
古
屋
)

日

時

叩

月
1
日
側
、
午
後
1
時

1
4
時
(
午
後
零
時
初
分
か
ら
受

付
開
始
)

場
所
電
気
文
化
会
館
(
名
古
屋

市
中
区
栄
2
丁
目
2
1
5
)

対
象
者

U
タ
ー
ン
し
て
地
元
企

業
へ
の
再
就
職
を
希
望
し
て
い
る

人
ま
た
は
、
そ
の
家
族

参
加
企
業
却
社
(
予
定
)

問
い
合
わ
せ
県
職
業
安
定
課

(
宮

0
9
5
8
⑫
1
1
1
1
)

14 -

就
中学
学義
校務
卒猶
業予
程免
度除
認者
定の
試
験

病
弱
、
発
育
不
完
全
そ
の
ほ
か
、

や
む
を
得
な
い
事
由
の
た
め
に
、

義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
保
護
者
が
就
学
さ

せ
る
義
務
を
猶
予
又
は
免
除
さ
れ

た
人
等
に
対
し
、
中
学
校
を
卒
業

し
た
人
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

る
か
ど
う
か
の
認
定
試
験
を
行
い
、

合
格
者
に
高
等
学
校
入
学
資
格
を

与
え
る
も
の
で
す
。

受
験
資
格
次
の
山
か
ら
矧
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
受
験
で

き
ま
す
。

山
平
成
8
年
3
月
白
日
ま
で
に
満

日
歳
以
上
に
な
る
人
で
、
現
在
保

護
者
が
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学

さ
せ
る
義
務
を
猶
予
も
し
く
は
免

除
さ
れ
て
い
る
人
又
は
以
前
に
さ

れ
た
も
の
。

∞
保
護
者
が
旧
尋
常
小
学
校
又
は

旧
国
民
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務

を
猶
予
又
は
免
除
さ
れ
た
人

叩
義
務
教
育
諸
学
校
を
卒
業
で
き

な
か
っ
た
人
(
平
成
8
年
3
月
紅

白
ま
で
に
満
M
歳
以
上
に
な
る
人

に
限
る
。)
で
、
保
護
者
が
手
続
き

を
し
て
猶
予
又
は
免
除
を
受
け
な

か
っ
た
が
、
猶
予
又
は
免
除
を
受

け
る
こ
と
の
で
き
る
事
由
と
同
等

の
事
由
が
あ
っ
た
と
文
部
大
臣
が

認
め
た
人

試
験
科
目
と
程
度
中
学
校
の
国

語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
外
国

語

(英
語
)
の
各
教
科
に
つ
い
て
、

こ
れ
ら
を
履
習
し
た
程
度
で
す
。

教
科
書
な
ど
を
参
考
に
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
限

9
月
6
日
側

(
た
だ

し
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
)

試
験
日
と
会
場
日
月
刊
日
制

午
前
日
時
か
ら
、
江
戸
町
セ
ン
タ

ー
ピ
ル

問
い
合
わ
せ
県
学
校
教
育
謀
、

市
学
校
教
育
課
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採用試験案内

試験職種 戸.>ι2 験 資 格

行 政 大学卒業程度の学力を有し、昭和42年 4月 2日から昭和49年 4月 1日までに生まれた人

一 般事務 高等学校卒業程度の学力を有し、昭和49年 4月 2日から昭和53年 4月 1日までに生まれた人

薬 膏j 師 薬剤師法による厚生大臣の薬剤師免許を有する人(平成 8年 4月に行われる予定の国家試験に

合格し、免許取得見込みの人を含む)で昭和42年 4月 2日以降に生まれた人

看護婦(士) 保健婦助産婦看護婦法による厚生大臣の看護婦(士)免許を有する人(平成 8年 3月に行われ

る予定の国家試験に合格し、免許取得見込みの人を含む)で昭和45年 4月2日以降に生まれた人

幼稚園教員 教職員免許法による幼稚園教諭普通免許状を有する人(平成 8年 3月31日までに取得見込みの

人を含む)で昭和47年 4月2日以降に生まれた人

調 E里 貝 学歴は問わないが、調理師法による都道府県知事の調理師免許を有する人(調理師法による厚

生大臣の指定する調理師養成施設を平成 8年 3月31日までに卒業し、免許取得見込みの人を含

む)で昭和46年 4月 2日から昭和53年 4月 1日までに生まれた人

看護助手 高等学校卒業程度の学力を有し、昭和49年 4月 2日から昭和53年 4月 1日までに生まれた女子

(短大等卒業者・卒業見込みの人を除く)

※行政、一般事務については、身体障害者で次の要件に 採用人員各職種とも若干名

すべて該当する人は体力試験を免除します。 採用予定日 平成8年 4月1日

① 身体障害者手帳の交付を受けている人 申 込 期 限 9月20日制

②自立通勤が可能で介護なしの職務遂行可能な人 第 1次試験 10月22日(日)

③ 活字印刷文での受験が可能な人 応募方法所定の申込用紙(人事課または、各出張所

採用の条件市内に住んでいる人または、採用後住むこ にあります)に記入のうえ応募してください。

とができる人 問い合わせ 人事課人事係 (ft ⑬ 4111 内線 270~272)

貝市職

国
家
公
務
員
採
用
試
験

ー
高
等
学
校
卒
業
程
度

1

海
上
保
安
大
学
校
学
生
、
気
象
大

学
校
学
生

受
験
資
格
昭
和
印
年
4
月
2
日

以
降
生
ま
れ
で

①
高
校
卒
業
お
よ
び
平
成
8
年
3

月
卒
業
見
込
み
の
人

②
高
専
の
第
3
学
年
の
課
程
終
了

お
よ
び
平
成
8
年
3
月
ま
で
に
課

程
終
了
見
込
み
の
人

③
そ
の
ほ
か
大
学
入
学
資
格
検
定

に
合
格
し
た
人
な
ど
、
人
事
院
が

①
と
同
時
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
人

申
込
期
限

9
月
ロ
日
例

問
い
合
わ
せ
人
事
院
九
州
事
務

局

(
〒
印
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

東
2
1
1
1
1
2
0
9
2
・
4
3

1
・
7
7
3
3
)

自

衛

r= 
巳

-
防
衛
大
学
校
学
生

資
格
高
卒
(
見
込
み
)
で
幻
歳

未
満

受
付

9
月
同
日
側
l
m
月
日
日

目試
験
日
月
日
日
∞
i
ロ
日
目

・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

資
格
高
卒
(
見
込
み
)

で
紅
歳

未
満

受
付

9 
月
18 
日
何)

10 
月
16 
日

何試

験

日

月

4
日
出
1
5
日
制

・
看
護
学
生

資
格
高
卒
(
見
込
み
)
で
幻
歳

未
満
の
女
子

受
付

9
月
日
日
開
l
m月
初
日

働試
験
日
月
白
日

ω

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
自
衛

隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮
⑫

6
2

1
7
)
 

危
険
物
取
扱
者
試
験

甲
種
、
乙
種
(
全

試
験
の
種
類

類
)
、
丙
種

試
験
日
時
日
月
初
日
側
、
午
前

ハU
土
す

市
E
4
円
円
H

願
書
受
付
期
間

9
月
お
日
間
1

叩
月
6
日
制

※
願
書
は
、
大
村
消
防
署
に
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
大
村
消
防
署
(
宮

⑫
4
1
3
8
)
 

長
崎
高
等
技
術

専
門
校
生
徒
募
集

科
目
自
動
車
整
備
、
溶
接
技
術
、

N
C
技
術
、
電
気
技
術
、
服
飾
デ

ザ
イ
ン
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
建
築
設

計
施
工
、
設
備
、
塗
装
デ
ザ
イ
ン

資
格
全
科
目
高
等
学
校
卒
業
者
、

ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
る
者
。
男
女
は
問

い
ま
せ
ん
。

履
修
期
間

1
年
間
(
た
だ
し
自

動
車
整
備
科
は

2
年
間
)

募
集
日
程
願
書
受
付
H
H
9
月
時

日
側
1
m
月
却
日
制
、

選
考
日

l

m月
お
日
嗣

※
授
業
料
は
無
料

問
い
合
わ
せ
県
立
長
崎
高
等
技

術
専
門
校
(
西
彼
杵
郡
長
与
町
高

田
郷
2
0
1
8
E
0
9
5
8
⑮

8
1
5
1
)
 

佐
世
保
高
等
技
術

専
門
校
生
徒
募
集

科
目
電
気
工
事
、
自
動
車
整
備
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
、

O
A
事
務
、

木
造
建
築
、
機
械
加
工
、
溶
接、

金
属
塗
装

資
格
高
等
学
校
卒
業
者
、
ま
た

は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
者

(
O
A
事
務
科
は

女
性
の
み
)

募
集
日
程
願
書
受
付
1
9
月
四

日
側

1
日
月
初
日
樹
、
選
考
日
H
H

日
月
お
日
制

※
授
業
料
は
無
料

問
い
合
わ
せ
県
立
佐
世
保
高
等

技
術
専
門
校
(
佐
世
保
市
沖
新
町

6
1
m
g
0
9
5
6
⑫
2
1
1
 

8
)
 

FK
J
 



地
方
拠
点
都
市

文
化
推
進
事
業

江
戸
初
期
に
開
校
し
、
多
く
の

人
材
を
育
て
た
大
村
藩
校
「
五
教

館
」
。
そ
の
精
神
と
、
元
気
を
復

活
さ
せ
る
た
め
、
各
界
で
活
躍
中

の
著
名
講
師
に
よ
る
『
平
成
五
教

館
塾
」
が
、
い
よ
い
よ
9
月
か
ら

4
回
連
続
で
始
ま
り
ま
す
。

場
所
市
民
会
館
(
第
2
回
の
み

パ
l
ク
ベ
ル
ズ
)

開

演

午

後
7
時
か
ら

塾
生
証

2
、
0
0
0
円

(
4
回
)

対
象
中
学
生
以
上

問
い
合
わ
せ
平
成
五
教
館
塾
事

業
実
施
委
員
会
(
大
村
青
年
会
議

所
内
宮
⑫
6
3
9
1
)
ま
た
は
、

市
文
化
課

異
聞
・
源
平
盛
衰
記

平

成

五ご

教5

第1囲 9月28日側

a 
告村作治氏/ よ ¥ 舛 添 要 一 氏

各界で活躍中

第3回 11月7日(刈

演
劇

「
風
と
牙
」
大
村
公
演

東
シ
ナ
海
を
舞
台
と
し
て
活
躍

わ
こ
う

し
、
「
倭
冠
」
と
し
て
恐
れ
ら
れ

た
水
軍
・
松
浦
党
を
題
材
に
、
地

方
か
ら
の
文
化
発
信
を
目
指
し
て

制
作
さ
れ
た
、
演
劇
「
風
と
牙
」
。

松
浦
市
出
身
で
中
央
演
劇
会
で
活

躍
中
の
劇
作
家
、
岡
部
耕
大
氏
を

迎
え
、
「
無
名
塾
」
の
岡
本
舞
さ

ん
を
は
じ
め
、
有
名
俳
優
陣
が
出

演
し
ま
す
。

日

時

日

月
6
日
側
、
午
後
6
時

館え

塾?
(第

2
期
)

第2回 10月20日(金)第4囲 12月4日(月)初
分
開
演

会
場
市
民
会
館

入
場
料
一
般

1
、
5
0
0
円、

小
・
中
・
高
校
生

1
、
0
0
0
円

問
い
合
わ
せ
文
化
課

*
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

市
文
化
謀
、
市
民
会
館
、
市
立
図

書
館
、
市
コ
ミ
セ
ン
、
中
地
区
公

民
館
、
各
出
張
所
、
商
工
会
議
所
、

エ
ム
ズ
・
モ
リ
タ
ケ
、
長
崎
書
庖
、

原
田
楽
器
庖
、
大
村
子
ど
も
劇
場
、

大
村
浜
屋
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、
え
き

ま
え
文
具
、
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
ス
・

ホ
ン
ダ

市
展
作
品
募
集

見城美枝子氏

部
門
洋
画
・
日
本
画
・
書
・
写

真
・
彫
塑
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン

出
品
点
数
写
真
・
書
は
1
人
1

点
・
ほ
か
は
2
点
以
内

※
自
作
未
発
表
作
品

手
数
料

1
点

1
、0
0
0
円

(
高
校
生
は

5
0
0
円
)

申
込
期
間
日
月
5
日
制
1
U
日

ω
 

作
品
搬
入
日
月
訂
日
例
、
午
前

日
時
1
午
後
1
時
、
市
コ
ミ
セ
ン

作
品
展
覧
会
日
月
1
日
制
1
6

口
U
口
月

申
込
先

磯 村 尚 徳 氏

文
化
課

こ
ど
も
平
和
絵
画
展

戦
後
日
周
年
平
和
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
県
下
一
斉
に
「
こ

ど
も
平
和
絵
画
展
」
を
開
催
し
ま

す
。こ

れ
は
、
県
内
の
児
童
生
徒
を

対
象
に
、
絵
画
や
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
、
絵
画
展
を
開
催
す
る
こ
と

に
よ
り
、
平
和
を
希
求
す
る
精
神

を
培
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
も

の
で
す
。
市
内
の
「
こ
ど
も
平
和

絵
画
展
」
は
、
次
の
要
領
に
よ
り

開
催
し
ま
す
。

〈
会
場
・
日
時
〉

市
コ
ミ
セ
ン
会
場

-
9
月
比
日
制
、
午
後
1
時
1
8

時-
9
月
日
日
働
l
M
日
側
、
午
前

9
時
1
午
後
8
時

・9月
お
日
側
、
午
前
8
時
初
分

j
午
後
1
時

長
崎
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
会
場

-
9
月
日
日
働
1
幻
日
制
、
午
前

8
時
1
午
後
8
時

・9月
幻
日
側
、
午
前
8
時
1
午

後
4
時

大
村
少
年
合
唱
団
創
立
お
周
年

記

念

演

奏

会

9
月
刊
日
目
、
午
後
2
時

日
時

開
演

場
所
市
民
会
館

入
場
料

5
0
0
円

曲
目
山
レ
パ
ー
ト
リ
ー
よ
り
、

ω
O
B
と
共
に
、
叩
組
曲
「
眠
り

の
森
の
美
女
」
ほ
か

問
い
合
わ
せ
市
コ
ミ
セ
ン
(
宮

⑭
3
1
6
1
)
ま
た
は
、
阿
野
(
宮

⑭
1
5
8
3
)
 

大
村
子
ど
も
劇
場
例
会

「
子
象
物
語
」

平
和
と
生
命
の
尊
さ
を
み
ず
み

ず
し
く
描
い
た
感
動
的
な
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
物
語
。

日
時

9
月
初
日
側
、
午
後
6
時

却
分

1
8時

場
所
市
民
会
館

会
費
会
員
:
・
会
費
で
賄
い
ま
す

※
当
日
会
場
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
大
村
子
ど
も
劇
場

事
務
局
(
宮
⑬
7
0
6
3
)

「
受
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車

長
崎
県
大
会
」
で
大
健
闘

ー
旭
が
丘
小
学
校
チ
ー
ム
ー

「
交
通
安
全
予
」
ど
も
自
転
車
長
崎

県
大
会
」
が
7
月
お
日
、
諌
早
市

体
育
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

県
下
お
地
区
よ
り
選
手
1
0
0

人
が
出
場
。
学
科
テ
ス
ト
・
安
全

走
行
テ
ス
ト
・
技
能
テ
ス
ト
が
実

施
さ
れ
、
市
の
代
表
と
し
て
出
場

し
た
旭
が
丘
小
学
校
チ
l
ム
は
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

第
5
位
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。



電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え

た
電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

9
月
初
日
制
、
午
後
1
時

初
分

場
所
市
役
所
第
3
会
議
室

公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限
即
納

持
参
す
る
も
の
印
か
ん
・
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数
若
干

問
い
合
わ
せ
税
務
課
収
納
係

※
N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。
な
お
、
公
売
開

始
前
ま
で
に
完
納
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
公
売
を
中
止
し

ま
す
。

あ
な
た
の
バ
イ
ク
は
保
険
に
加
入
し
て
ま
す
か

平成 7年 9月号広報おおむら

車
検
制
度
が
な
い

こ
と
も
あ
っ
て
、

自
賠
責
保
険
(
共
済
)
の
継
続
契

約
を
忘
れ
が
ち
で
す
口

も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い

た
ら
、
最
寄
り
の
損
害
保
険
会
社
、

代
理
屈
、

J

A

(
農
協
)
へ
。

H

建
設
業
で
働
く
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
ω

呂
田

ωa包
3
a
a
a司
直

こ
の
制
度
は
、
現
場
で
働
く
人

た
ち
の
た
め
に
、
建
設
業
の
労
働

福
祉
対
策
の
一
環
と
し
て
、
中
小

企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
創

設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

一
般
の
退
職
金
制
度
と
は
異
な

り
建
設
業
界
で
働
く
限
り
、
事
務

日時

場所

催し

所
を
変
わ

っ
て
も
、
事
業
所
に
雇

用
さ
れ
就
労
し
た
期
間
全
部
を
、

通
算
し
て
退
職
金
を
支
払
う
と
い

う
業
界
退
職
金
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
、
建
退
共
長
崎
支
部

(
宮

0
9
5
8
⑫
2
2
8
5
)

へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

長崎空港

「空の日Jフェスタ
9月23日側、午前10時から

※雨天の場合は24日(日)

長崎空港(管制塔横、花文

字山ほか)

無料体験飛行、体験航海、

キャラクターショー、片

町龍踊り、郡中学校ブラ
スパンド演奏など。

問い合わせ 大阪航空局長崎空

港事務所〈宮⑬6151)

| 9y日 !中地区公民館 1 1ル 11:川
・小さなチャンピオン (アニメ 9分)

・白いサメ (アニメ 30分)

・豆象武勇伝 (アニメ 15分)

問い合わせ 視聴覚ライブラリー

(宮⑭3161市コミセン内)

市
ミ
リ
映
写
機

操
作
認
定
講
習
会

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
主
催
で
、

日
ミ
リ
映
写
機
の
操
作
認
定
講
習

会
を
実
施
し
ま
す
。

受
講
者
に
は
、
県
教
育
委
員
会

か
ら
「
操
作
認
定
証
」
が
交
付
さ

れ
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
フ
ィ
ル
ム

や
映
写
機
を
無
料
で
利
用
で
き
ま

す
。

日

時

日

月
4
日
嗣
・

5
日
閥
、

午
後
6
時
初
分
1
8時
初
分

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

対
象
一
般
成
人

(
定
員
初
人
)

受
講
料
無
料

申
込
先

電
話
で
市
コ
ミ
セ
ン

(宮
⑭
3
1
6
1
)
ま
で

※
客
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

「あなたはだれ?J 1通

の謎の手紙が14歳 のごく

普通の少女ソフィーの枇

界を変えた。生命と世界

の存在の不思議さに目覚

めた少女の物語。

世界各国で驚異的なベ

ストセラ ーとな っている

哲学ファンタジーです。

ミ
ニ
バ
イ
ク
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
に
張
つ
で
あ
る
、
青
い
ス
テ

ッ
カ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
れ

は
、
保
険
標
章
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
バ
イ
ク
の
自
賠
責
保
険
の
契

約
満
了
年
月
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険
(
共

済
)
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
無
保
険
(
無
共

済
)
で
走
る
と
、

6
か
月
以
下
の

懲
役
、
ま
た
は

5
万
円
以
下
の
罰

金
、
さ
ら
に
違
反
点
数
6
点
と
な

り
、
免
許
停
止
処
分
と
な
り
ま
す
口

2
5
0
∞
以
下
の
、バ
イ
ク
に
は

一

行
方
不
明
者
を
お
さ
が
し
の
人
ヘ

一

日

9
月
は
「
行
方
不
明
者
捜
索
強
方
不
明
に
な

っ
た
女
犯
罪
の
被
害咋

J

柿化
月
間
で
す
。

者

に
な
っ
て
い
る
お
そ
れ
の
あ
る
千

百

身
寄
り
や
お
知
り
合
い
の
人
で
な
ど
、
ご
心
配
の
人
は
最
寄
り
の
町

一女
自
殺
す
る
と
言
い
残
し
て
家
出
警
察
の
相
談
室
へ
お
気
軽
に
ご
相
刊

を
し
た
女
病
気
な
ど
悩
み
を
も
っ
談
く
だ
さ
い
。

日

YH

た
ま
ま
家
出
を
し
た
女
就
職
先
、
連
絡
先
大
村
警
察
署
刑
事
課
鑑
問

ん一旅
先
な
ど
か
ら
理
由
も
な
く
、
行
識
係
(
宮
⑬

0
1
1
0
)

吋

新着図書のご案内

i園t宮市岡 1「22TJ!?とJ71-i
緒に歌います。

日 時 9月29日幽、午前10時か ら

一 場所 市コミセン

!主タ ザヨ・・占孟通園副入場料 無料

? / -~ト可 -11園田 匝 1可 主催 シルバーメンネルコ ール

--=~ I '~ "v:.，.r'~~・圃・~ コールあじさい | 

(一般書) 走らんか/ (長谷川法世著)/ ぼく
の出会った絵本作家 (松本猛著)/

桃 尻語訳枕草子下〈橋本治著)/ フットワ ーク軽くボ

ランティ ア(小山内美江子著)/ 彼が狼だった日(北

方謙三著)/ 春よ、来い ③自立篇(橋田喜賀子著)/

ダンサー (村松友親著)/ ワイズ・チルドレン (アン

ジェ ラ・カーター著)/ 別れの瞳 (ジェレマイア・ヒ

ーリイ 著)/ 螺旋 (エドマンド・ホワイト著)

このほかにも n たくさんの本を用意しています。 ど

うぞご利用ください。

ヴ

t



は
じ
め
て
の
英
会
話
教
室

受
講
生

資
格

l
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
市
内
に

勤
務
す
る
日
歳

1
初
歳
未
満
の
勤
労
青

少
年
(
初
歩
ク
ラ
ス
の
人
に
限
定
)
受

講
内
容
l
A
B
C
か
ら
の
や
さ
し
い
英

会
話
で
す
口

受
講
料

1
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要

で
す
)
講
師

l
ロ
l
ス
フ
ェ
ル
ト
・

ル

ク

期

間

1
日
月
4
日
1
ロ
月
初
日
、

毎
週
水
曜
日
(
全
ロ
回
)
時
間

1
午

後
7
時
初
分
1
8
時

必

分

場

所

l
勤

労
青
少
年
ホ
l
ム

定

員

l
m
人
(
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

申
込
期
限

l
9月
時
日
側

申
込
方
法

l
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

勤
務
先
を
明
記
の
上
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
勤

労
青
少
年
ホ
l
ム
(
西
三
城
町
8

g

⑬
1
3
5
3
)
 

ぉ台金4
Umi-; 

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生

長
崎
職
業
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
研
修
を
は

じ
め
、
専
門
的
技
術
講
習
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長

崎
(
宮

⑫

2
3
2
3
)
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

9月30日(土)必着

資格 18歳~24歳までの未婚の女性で、市

内に住んでいる人(高校生は除きます。)

申込方法 最近 5か月以内の写真と所定の

申込書で申し込んでください。

※写真は、 L判で上半身と全身の各 1枚

申し込み・問い合わせ 商工会議所 (干856

束三城町 6~1 宮⑬4222)

応募締切日

男
子
・
女
子

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手

資
格

l
v
年
齢
:
・
昭
和
幻
年
日
月
日
日

1
日
年
日
月
ロ
日
生
ま
れ
の
人

V
身
長
:
・

1
7
0
佃
以
下

V
体
重
・:

(
男
幻
同
1
日
同
、
女
必
見
l
m
図
)

V

視
力
:
・
裸
眼
(
メ
ガ
ネ
・
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
使
用
不
可
)
両
眼
と
も
0
・
8

以
上
(
色
盲
不
可
)
応
募
締
め
切
り

l
m
月
幻
日
目
応
募
・
問
い
合
わ
せ

1
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

(
玖
島
1
丁
目
白
1
1
2
⑫
6
1
9
4
)

『引
世
紀
の
長
崎
県
へ
の

提
言
』
作
文
・
論
文

課
題

1
幻
世
紀
の
長
崎
県
へ
の
提
言

内
容
H
H
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
こ
ん
な
ま

ち
に
し
て
み
た
い
と
い
う
希
望
、
地
域

づ
く
り
や
ふ
る
さ
と
発
展
の
た
め
に

取
り
組
む
べ
き
方
策
な
ど
、
よ
り
良
い

市営住宅入居者
種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

一 城 3DK 25.200 
1種

原 口 1 3DK 27.200 

原 口 2 3DK 20.500 

2{重 古賀 島 1 3DK 25.000 

松並第一 1 3DK 23.500 

長
崎
県
づ
く
り
に
向
け
た
意
見
や
提
言

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

部
門

1
①
中

学
生
の
部
(
作
文
)

②
高
校
生
の
部

(
論
文
)

③
一

般
の
部
(
論
文
)
※
中

学
生
お
よ
び
高
校
生
の
部
は
学
校
を
通

じ
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
期
限

I
9
月
初
日
出
ま
で
問
い
合
わ
せ

l

県
企
画
課
(
宮

0
9
5
8
⑫
1
1
1
1
)

カ

ブ

ス

カ

ウ

ト

ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト

対
象
・
人
員

1
①
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト

(
小
学
1
年
生
ま
た
は
、
来
年
4
月
に

小
学
1
年
生
に
な
る
人
)
叩
人
(
男
・

女
ど
ち
ら
も
可
)
②
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

(
小
学
2
年
生
1
3
年
生
に
な
る
人
)

叩
人
申
込
方
法

l
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
学
校
、
保
護
者
名
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先

1
板
谷
(
本
町
4
6
3
1
2

E
⑭
5
0
5
7
)
 

午前10時30分~

9月5日例~

9 月 12 日ω~14 日 (木)

県住宅供給公社大村事務

所 (宮⑫6825県営パス

ターミナル 2階)

建築課住宅係

県営住宅入居者
募集案内書配布

申込期間

問い合わせ

申込期限 9月11日何)

抽 選日 9月20日制

入居日 10月1日(日)

申し込み・問い合わせ

記念県展の開催

9月1日--10日(前期)

9 月 13 日 ~24 日(後期)

第40包

4・長崎会場(県立美術博物館)

-佐世保会場

(佐世保市博物館島瀬美術センター)= 10月 5 日 ~15 日

・諌早会場(諌早文化会館=10月 18 日 ~22 日

問い合わせ 県展事務局(県立美術博物館内 80958⑧6341)

0
0
 

9月29日樹、正午~午後 4時

市役所第 8会議室

・農地関係 ・建設業・風俗営業

・相続・帰化 ・会社設立・増資

・里道・水路払い下げ・金銭・不動産貸借

問い合わせ 行政書士会大村支部

(宮⑫2515 秋寄)

行政書士無料相談会
時

所

容

日

場

内



第

3
回
ミ
ツ
、
ド
ナ
イ
ト

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ

l
大
会

平成 7年 9月号

各
自
の
健
康
・
健
脚
を
知
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

な
お
、
こ
の
催
し
は
簡
易
保
険
福
祉

事
業
団
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
ま
す
。

期
日

1
日
月
幻
日
出
、
午
後
6
時
か
ら

コ
l
ス
l
陸
上
競
技
場
j
琴
平
ス
カ
イ

パ
l
ク
コ

l
ス
募
集
対
象

l
健
康
な

人
(
学
童
は
保
護
者
同
伴
)
先
着
千
人

参
加
料
1

1
人

3
0
0
円
(
保
険
料
)

当
日
徴
収
し
ま
す
の
で
、
つ
り
銭
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
ハ
ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号

を
正
確
に
記
入
し
て
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

(
干
鰯
玖
島
1
丁
目
お
)
※
キ
ャ
ン
セ

ル
は
、
日
月
6
日
ま
で
に
連
絡
く
だ
さ

レ
デ
ィ
ー
ス

ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

広報おおむら

分毎期
週間
土 11

曜 9
日月
、30

午日
後 出
6 ¥ 
時 11
か月
ら 18
7 日
時 国
30 

場
所
H
H
屋
内
プ
l
ル
参
加
人
員
H
H
初

人
程
度
参
加
料
1
2
、
0
0
0
円
(
保

険
料
含
み
ま
す
)
申
込
先

l
屋
内
プ

ー
ル
(
宮
⑫

2
3
2
2
)
※
前
回
参
加

さ
れ
た
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

第
四
回
市
卓
球
選
手
権

兼
県
体
予
選

日
時
1
9
月
M
日
間
、
午
前
9
時
開
館
、

9
時
初
分
試
合
開
始
場
所

l
市
民
体

育

館

種

目

1

(シ
ン
グ
ル
ス
)
中
学

男
子

・
女
子
、
高
校
男
子

・
女
子
、

一

般
男
子
・
女
子
、
壮
年
男
子
(
お
歳
以

上
)
壮
年
女
子
(
初
歳
以
上
)
、
ベ
テ

ラ
ン
男
子
(
印
歳
以
上
)
資
格

1
市

内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
中
の
人
、
た

だ
し
、
中
学
男
女
・
高
校
男
女
以
外
は

県
体
予
選
を
兼
ね
ま
す
の
で
、
市
内
在

住
者
に
限
り
ま
す
。

申
込
期
限
1
9

月
日
日
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

l
市
車
球
協
会
(
包

⑬

4
1
1
1

内

線
2
3
6

中
嶋
)

大
村
健
康

ウ
ォ
!
ク
ク
ラ
ブ
会
員

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
健
康
の
た
め

一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

-
毎
月
1
回
近
郊
コ

l
ス
(
m
l
日
同
)

・
ウ
ォ

l
ク
の
基
本
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
・
年
会
費

3
、
0
0
0
円

(
1
世
帯
あ
た
り
)
※
年
度
途
中
に
加

入
の
場
合
は
、
月
割
り
計
算
し
ま
す

0

・
交
通
障
害
保
険
付
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ

1
川
島
(
宮
⑬

4
2
8
2
)

ヂ
」
室
町
一
廿
川

よ

dl
J
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
東
条
(
久
原
1
丁
目
)

5
万
円

V
大
屋
魁
治
(
武
部
町
)
叩
万
円

V
渡
遺
サ
チ
ヨ
(
中
里
町
)
叩
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
森
茂
(
西
大
村
本
町
)
印
万
円

V
森
百
一
(
植
松
1
丁
目
)
日
万
円

V
田
中
久
子
(
池
田
新
町
)
3
万
円

V
山
戸
秀
志
(
木
場
1
丁
目
)
2
万
円

V
山
口
英
雄
(
諏
訪
1
丁
目
)
日
万
円

V
東
政
則
(
久
原
2
丁
目
)
2
万
円

竹
松
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
染
石
ツ
ギ
(
竹
松
本
町
)
日
万
円

。
一
般
寄
付

三
浦
小
学
校
へ

V

三
浦
老
人
会

1
竹
ほ
う
き

・
ぞ
う
き

ん慈
恵
荘
へ

V

辻
美
智
恵
(
杭
出
津
2
丁
目
)
叩
万

円V

辻
末
男
(
宮
小
路
3
丁
目
)
叩
万
円

V

つ
く
も
食
品
側

l
納
豆

V
永
淵
屋

l
ま
ん
じ
ゅ
う

V
石
場
輝
(
多
良
見
町
)
手
芸
教
室
指
導

V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
2
丁
目
)
作
業

奉
仕

(
敬
称
略
)

V
楠
啓
二

(
西
大
村
本
町
)
理
容
奉
仕

V
黒
田
喜
寿
(
乾
馬
場
町
)
言
葉
の
リ

ハ
ビ
リ

清
和
圏
へ

V
も
み
じ
会

1
民
踊
・
マ
ル
ボ
l
ロ

V
谷
本
社
中

1
お
菓
子

・
お
し
ぼ
り

V
親
奉
会

1
(森
安
太
郎
・
中
島
松
一
・

末
永
辰
夫
・
松
尾
謙
)
理
容
奉
仕

三
彩
の
里
へ

V
竿
舞
会

1
魚

V

三
村
ハ
ル
(
原
口
町
)
す
い
か

光
と
緑
の
圏
向
陽
寮
・
乳
児
院
へ

V

か
と
う
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
ア
l
ト
バ
レ

エ
大
村
支
部

l
バ
レ
エ
観
賞
招
待

V
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
上
曹
会

l
除
草
作
業

V
陸
上
自
衛
隊
竹
松
部
隊
曹
友
会

1
除

草
作
業

V
陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊
曹
友
会

1
除

草
作
業

V
遊
魚
組
合

l
魚
つ
り
招
待

V
天
理
教
婦
人
部

1
縫
い
物
奉
仕

V
し
ゃ
く
な
げ
会

l
慰
問
・
金

一
封

V

ヘ
ア
メ

l
ク
M
M
l

理
容
奉
仕

V
大
村
野
上
側

1
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ

う
ぐ
い
す
の
正
へ

V

川
里
友
子
(
西
本
町
)
・
朝
長
利
加

子
(
赤
佐
古
町
)
演
奏
交
流
会

V

田
中
静
枝
(
岩
松
町
)
図
書

V
池
田
サ
ヨ
(
竹
松
本
町
)
2
万
円

V
大
木
英
官
一
(
松
並
1
丁
目
)
苗

V
松
尾
夕
子
(
水
主
町
2
丁
目
)
鉢
植

.
5
万
円

V
松
永
勝
俊
(
池
田

1
丁
目
)
ポ
ー
タ

ブ
ル
ト
イ
レ

V
牟
田
久
美
子

・
恵
子
(
西
本
町
)
童

謡
交
流
会

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁
目
)
唱
歌

.
読
み
聞
か
せ
交
流

V
丸
谷
ヨ
シ
ノ
(
玖
島
2
丁
目
)

2
万

円大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

V
手
作
り
の
会
ぐ
り
ん
ぴ

1
す
1

1
万

1
千
4
2
0
円

V
富
本
正
人
(
原
口
町
)
マ
グ
カ
ッ
プ

ヰ
晶
、

I
M
A
M
 

V

シ
ャ
デ
ィ
ヤ
マ
シ
タ

l
マ
グ
カ

ッ
プ

ヰ
品
、

Y
U
A
M
 

V
本
経
寺

1
か
し
わ
餅

V
大
村
野
上
倒

1
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ

。
お
わ
び
と
訂
正

8
月
号
の
日
ベ

i
ジ
、
贈
呈
日
程
の

表
の
中
で
、

9
月
ロ
日

ω竹
格
各
出
張

所
と
あ
る
の
は
、
竹
松
各
出
張
所
の
誤

り
で
す
。
ま
た
四
ペ
ー
ジ
、
ご
寄
付
ご

好
意
の
欄
で
、
大
村
市
医
師
会
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

V
長
山
好
子
と
あ

る
の
は
、
長
山
妙
子
の
間
違
い
で
す
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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おレジタm9胞の
9
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
(
3期
)
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

1日
妊婦教室(5)市コミセン 9:30~13:00 15日 当番医

⑮母子健康手帳
(金・祝)

(内・呼)ともなが内科クリニック 杭出津2丁目宮⑭5000

(金) 成人の健康相談 福祉センター 13:OO~ 15: 00 (皮・泌)黒 木 医 院 西 大 村 本 町 宮⑭0211
⑮40自主以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 16日 耳とことばの相談

3日 当番医 (土) 福祉センター 13:00~15:00 

(日)
(目・内)津田旨腸科内科医院 小路口本町宮⑮⑭1507 1?日 当番医
(眼) みね眼科東本町 ft(s4i3011 (小) 須田小児科医院植松3丁目 宮⑪⑮7200 

(日) (外・内)原 医 院宮小路1丁目宮 8427 
安産教室 ~ラマーズj去を練習しましょう~

4日 市コミセン 9:30~11 :00 19日 乳幼児健康相談

(月)
⑮ 母子健康手帳、ズボン (火) 鈴田出張所 ⑧9:30~11:00 

一般健康相談 市役所 13:00~16:00 
20日⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 妊婦教室(3)中地区公民館 13 : 30~ 16 : 00 

(水) ⑮ 母子健康手帳

5吠日) 乳幼児健康相談 3歳児健康診査 大村保健所
福重出張所 ③13 :30~ 15 :00 ③9:15~9:45、 13: OO~ 13 : 30 

6体自) 
妊婦教室(1) 中地区公民館 13 : 30~ 16 : 00 

21日 ⑮ 平成4年3月生まれ(平成3年9月~平成4年2月生

(本) まれで、まだ受けていない人も受診してください)
⑮ 母子健康手帳 ⑮ 母子健康手帳、問診票

1歳6か月児健康診査 市コミセン
定期巡回献血 市役所 9:30~12:00

ワ日 ③13 : OO~ 13 : 30 22日 1 i歳6か月児健康診査 市コミセン

(本)
⑮ 平成6年2月生まれ(平成5年9月~平成6年1月生

(金)
②13:00~13:30 

まれで、 まだ受けていない人も受診してください) ⑮⑮… 7日(桐と同じ

⑮ 母子健康手帳、問診票、タオル、歯ブラシ
当番医23日

10日 当番医 (土・祝)
(内・小)松井医院久原2丁目 E⑬⑫6624 

(内) 岡内科医院東三城町宮⑫⑫3000 (外) 松尾外科医院東本町宮 3331
(日) (外・内)佐藤外科医院杭出津2丁目 宮 3070 当番医24日

ことば、の教室 市コミセン 13:30~16:00 (日)
(内) 南野クリニ ック 乾馬場町宮⑬2233

11日 (初めての人は、健康増進課まで電話で申
(産・内)桝本産婦人科内科医院 大川田町宮⑮8355

(月)
し込んでください)

25日
乳幼児健康相談 =浦出張所

⑮ 母子健康手帳、 ⑮ ことばの発達などが ③9:30~11 :00 
気になる幼児 (月) ことばの教室 市コミセン 13:30~16:00 

12日 乳幼児健康相談 市コミセン
⑮⑮...11日(月)と同じ

(火)
③9:30~11 :00 、 13:30~15:00 2?日 妊婦教室(4)中地区公民館 13:30~16:00 

⑮離乳食教室 10:30~15:00 (水) ⑮ 母子健康手帳

13日 妊婦教室(2)中地区公民館 13:30~16:00 28日 機能訓練根気の会 福祉セ ン ター 13:30~15:30

水) ⑮ 母子健康手帳、ズボン (本) ⑮ 作品づくり、 言語訓練

略号の説明 ⑧ …対象 ⑧ …受け付け ⑮ …内容
14日 機能訓練根気の会 福祉センター 10:00集合

診療⑧時…持ってくるもの
(木) 10: OO~ 14: 00⑮ ぶどう狩り 当番医の 間 9:00~18:00

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(長
崎
県
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お
番
地
雷

附
⑬

4
1
1
1
)

印
刷
所
/
第

一
印
刷
側

編
集
/
秘
書
広
報
課

、

'-ノ

ハキナ
=

市民相談コーナー (秘書広報課)ですべて無料で行ってい ます。

お気軽に ご相談くださ い。

人権相談 ( 7日・木 10: OO~ 15 : 00) 
行政相談 (14日・木 9:30~12:00) 
法律相談 (20日・水 10: 00~15 : 00) 
(法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります)

不動産相談 (22日・金 13: OO~ 16 : 00) 
受通事故相談 (26日・火 10: OO~ 16 : 00) 
年金相談 (27日・水 10: 00~15 : 00) 

※受け付けは午前8時30分からです (電話での受け付けはいたしません)。

9
月
の
定
例
相
談
日

「広報おおむら」は再生紙

(古紙40%)を使用しています。

ハU

1 日 ~5 日、 1 2 日 ~17 日・バトルウォッチング・西スポ杯、

22 日 ~26 日

9月の大村ポート
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